




豪雨災害で被害にあわれた方々に
心よりお見舞い申し上げます



事務所から見た風景 （2018年12月）



青森市営バスの歴史
大正15年創業

平成31年3月6日で93年目を迎えます。
（公営バスとしては、東京都に次いで全国2番目の歴史）

運行規模
車両数 141台
路線数 36路線
運行便数 840便（平日）



平成29年７月
GTFSオープンデータ勉強会を青森市交通部で開催



ネットで検索できなければ

バスは走っていないも同然



平成29年8月 「その筋屋」勉強会に参加



平成30年２月 青森市営バス
「標準的なバス情報フォーマット」の完成



平成30年3月
東京大学での講演の様子

https://www.youtube.com/watch?v=Eoy4IkbyCVE
【URL】

【QRコード】

https://www.youtube.com/watch?v=Eoy4IkbyCVE


多数のメディアで紹介される
地元新聞記事（東奥日報社）

東洋経済オンライン

ネット反響

ビジネス誌「Wedge」
月刊誌「公営企業」



平成30年4月1日 青森市営バスの運行情報が
Googleマップへ掲載



青森市営バス
オープンデータのページ

https://www.city.aomori.aomori.jp/kotsu-kanri/koutsu/oshirase/20180401gtfs.html

【URL】

【QRコード】

青森市営バスオープンデータ

ホーム > 青森市オープンデータポータルサイト >
「くらし」に関するオープンデータ > 青森市営バス情報





東日本大震災
平成23年3月11日 未曾有の大災害発生

道路脇に積み上げられた瓦礫

陸前高田市の様子

バスに乗り込む被災者達

被災地を走る青森市営バス

支援物資と自走用燃料など



Google Realtime Alerts



※操作内容は、動画をご覧ください。



三内丸山遺跡



運転免許センターで降車案内

赤枠部分からは入れない

施設出入口

Google掲載当初は間違った案内がされていた



施設出入口

座標の移動を行い、出入口までの案内がされる。



青森市営バスのGTFS-JP
オープンデータを活用した
「青バスなう！」が公開



自前でデータを持つメリット
・短い日数でのグーグルマップ更新

・リアルタイムアラート機能

・データ配信のタイミングが自由

・何度でも修正、変更が可能

・データの中身がより理解できる

・コンテンツプロバイダーへ統一データでの提供

・オープンデータとして二次利用の可能性

・インバウンド対策による多言語表示化



デメリット

担当者の業務量が激増×
※今はそんなことありません



データ読込機能の充実



筋屋MAPでのバス停緯度・経度設定



「標準的なバス情報フォーマット（GTFS-JP）」
作成ツール



標準的なバス情報フォーマット(GTFS-JP)
データの作成

Googleマップへの掲載

オープンデータ公開



それでは皆さん

「へばな～」
※津軽弁で「さよなら～」・「またね～」の意味


